














































































































































































〔表１〕『婦女雑誌』１９２９ 年 １０ 月（第 １５ 巻第 １０ 号）：「嫁前與嫁後特輯號」
タイトル 日本語訳 著者
「嫁前嫁後應有的知識」     結婚前後に持つべき知識 朱秉國  














































































ト・ヒギンズ・サンガ （ーMargaret Higgins Sanger １８７９年～１９６６年）６３、バードランド・ラッセル（Bertrand 
Russell １８７２年～１９７０年）６４、ヘンリー・ハヴロック・エリス（Henry Havelock Ellis １８5９年～１９３９年）




















































































































































































































































































































































７０　『男與女』：原名『Man and Woman: A Study of Human Secondary Sexual Characters』（『男及び女：人間に
於ける第二義の性的特徴の研究』）、１８９４年出版された。小倉清三郎によれば、「性的特徴には第一のものと、
第二義のものとがある。直接に生殖に関係する器官及び作用が第一義のものとせられ、その他が第二義のも
のとせられてある。」小倉清三郎訳、『世界女性学基礎文献集成』（「明治大正編」第１４巻）、初版１９１３年、再
版２００１年、２頁。
７１　原文「然而婦女的從事家庭以外的工作已成爲必然的趨勢。就人類學講原始的婦女曾以健全的體格參與一切
的工業、并且一切的工業都是由婦女所創始的。所以婦女的擔任社會的工作也未始有昔乎自然。」同注６６、金
仲華。
７２　原文「在原始的民族中大概游獵和戰爭歸於男子、家事和工業屬於女子。」同注６６、金仲華。
７３　『婦女與経済』：原名『Women and Economics』、１８９８年出版された。ギルマンが女性の経済的自立と「母性」
の関係をどのように論じたかに焦点に当てたものである。結婚後子供を産んだギルマン自身も「家庭性」の
美徳という圧迫の中で苦しみ、女性が経済的男性に依頼する関係から脱するために、家事労働の社会化を彼
女は主張した。出産と子育を神聖な女性の天職と考えていたスウェーデンの思想家であるエレン・ケイに対
し、ギルマンのような考えを「母性のかけらもない」フェミニストとして非難した。
７４　村田雄二郎編、『「婦女雑誌」からみる近代中国女性』、研文出版、２００5年、55頁。
７5　原文「在家庭外作工活動可以使婦女發展健全的體格産生強健的兒女在家庭外多和社會人群接觸可以使婦女
見聞廣博知識增進思想開豁而培養出優良的後嗣」同注６３、華君。
７６　『婦人と経済』、ギルマン著、大日本文明協会編、初出１９１１年、『世界女性学基礎文献集成（明治大正編）』
（第８巻　婦人と経済）水田珠枝監修、ゆまに書房、２００１年、２３頁。
７７　同注６６、金仲華。
７８　原文「現在介紹這本書更希望婦女讀者能認識這時機的重要、努力將職業的範圍擴展推廣起來、努力將獨立
的基礎樹立穩固起來」同注６６、金仲華。
７９　例えば、陳碧雲がギルマンは女性の職業を主張し、女性の知力の発展を尊重するが、それが完全に資本主
義的な自由競争説であるとギルマンの思想を批判した。陳碧雲、『婦女問題討論集』、中華基督教女青年会全
国協会、１９３5年、３頁。
８０　『東方雑誌』の「婦女と家庭」欄について情報が非常に少ない、この特集欄について筆者には１９３２年から
１９３７年まで不定期刊行され、全部で１5３篇の記事があったことと判明した。商務印書館が２０世紀前半に発行
した『東方雑誌』（１９０４年～１９４８年）も４5年間にわたって刊行を続け、近代中国史上最大の総合雑誌として
注目を集めている。同注２１、７頁。
８１　陳姃湲、「女性に語りかける雑誌、女性を語りあう雑誌―『婦女雑誌』一七略史」、村田雄二郎編、『「婦女
雑誌」からみる近代中国女性』、２００5年、研文出版、４７頁。
８２　原文「經濟的困蹶、建設的荒廢、文化的衰落、每個有感覺的人都能體會到這種現象的危機。就是把生活消
磨在家務中的婦女、也能感到這種影響的襲擊…幾年來曾經有人主張婦女要回到家庭中做一個治家的賢母良妻
也曾經有人較前更熱烈的主張婦女要大規模地參加社會生活同樣有人主張婦女應積極的參加政治進行家庭社會
政治還有其他許多標出着的路中國婦女要向那一條去呢」、仲華、「中國婦女往何處去」、『東方雑誌』第３０巻第
１号、１９３３年１月１日。
８３　同注８２、仲華。
８４　〔表２〕に示されたタイトルの「我国婦女知識解放運動的検視」についてであるが、初出掲載誌は現時点
で不明である。筆者がそれは金仲華が『婦女問題的各方面』を発表するために、書かれた新しい文章である
と推測している。
８5　同注２２、孟如。
８６　原文「（一）企圖驅使婦女重返於家庭者是抱著怎樣的動機？（二）婦女在目前的職業界占有怎樣的地位？」
近代中国における女性職業問題の討論について　　楊　　　妍
49
同注２２、孟如。
８７　同注２5、陳、２４７頁。
８８　職場できれいに化粧し、人の注意を惹くけれども仕事の能力がない女性職員に対する蔑称である。
８９　原文「我的辭去『婦女與家庭欄』的事務、一半是因爲別的職務太忙、一半也因爲覺得對於婦女問題、所有
應説的話都已説過了」金仲華、『婦女問題的各方面』、開明書店、１９３４年９月、２頁。
９０　原文「最先我把婦女問題作為單獨屬於婦女一性的問題來看，後來我總算認識了這是屬於許多社會問題中的
一個問題。」、同注８９、金仲華、２頁。
９１　同注４６、鄭、６７頁。
９２　霜木、「国際問題専家金仲華」、『今日浙江』、中共浙江省委、２００３年、４5頁。
９３　何瑋、「１９２０年代中国社会における『新婦女』―『婦女雑誌』を主なテキストとして」、『ジェンダー研究』
（７）、お茶の水女子大学ジェンダー研究センダー、２００４年、55頁。
９４　雲舫、「新婦女所應鏟除外的幾種劣根性」、『婦女雑誌』第６巻第９号、１９２０年９月。

